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後後後ロロローーーラララブブブラララシシシ MVP キキキッッットトト
Reelmaster® 3555、、、3575、、、5010 おおおよよよびびび 5010-H シシシリリリーーーズズズののの 22" カカカッッッ
テテティィィンンングググユユユニニニッッットトト5" リリリーーールルルおおおよよよびびび 7" リリリーーールルル、、、ユユユニニニバババーーーサササルルルグググルルルーーーマママ
付付付きききををを含含含むむむ
モモモデデデルルル番番番号号号133-0153
モモモデデデルルル番番番号号号133-0154

取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

この製品は、関連する全ての欧州指令に適合しています。詳細についてはこの冊子の末尾にあるDOI適合
宣誓書をご覧ください。

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

必要なパーツはありません。 – ローラブラシとリールモータの取り付け位置を確認します。

ローラブラシアセンブリ 1
90度グリスフィッティング 1 ローラブラシアセンブリを取り付ける.

キャリッジボルトモデル 133/-0153 のみ5" の油
圧駆動カッティングユニットのみ

2

ウェイトモデル 133/-0153 のみ5" の油圧駆動
カッティングユニットのみ

1

ロックナットモデル 133/-0153 のみ5" の油圧
駆動カッティングユニットのみ

2

ウェイトを取り付けるモデル133-0153 のみ。

ウェイトP/N 132-0735-03 別売 1
キャリッジボルト5/16 x 2"P/N 3230-6 別売 2
ボルト5/16 x 1/2"P/N 322-1 別売 2
ワッシャ5/16"P/N 3256-23 別売 2
フランジナット5/16"P/N 104-8300 別売 2

5" ユニット搭載の RM5010-H、および 7"ユニット搭載の
RM3575、RM5510 と RM5610 には追加のウェイトキット
を取り付ける。

リテーナリング 1
ベルトカバー/プレートアセンブリ 1
ボルト5/16 x ⅝" 2

ローラブラシプレートを取り付けます。

必要なパーツはありません。 – ローラブラシを位置決めします。

駆動プーリ 1
フランジヘッドボルト5/16 x 1/2" 1
ベルト 1

駆動プーリとベルトを取り付けます。

必要なパーツはありません。 – 組み立てを完了します。

高刈りブラシオプション — 高刈りブラシの取り付け　　刈高が25mmを超える場合
のブラシ
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注注注 前後左右はカッティングユニットを後ろからみた時
の方向で表します。

重重重要要要 こここののの後後後ロロローーーラララ用用用ブブブラララシシシキキキッッットトトははは、、、刈刈刈高高高ががが 6-25 mm
ののの範範範囲囲囲でででのののみみみ使使使用用用可可可能能能ででですすす。。。刈刈刈高高高ををを25㎜㎜㎜以以以上上上にににすすするるる
場場場合合合ははは高高高刈刈刈りりりブブブラララシシシをををごごご使使使用用用くくくだだださささいいい。。。高高高刈刈刈りりり用用用ブブブラララシシシ
オオオプププシシショョョンンンののの取取取りりり付付付けけけ方方方法法法ははは高高高刈刈刈りりり用用用ブブブラララシシシののの説説説明明明書書書
をををごごごらららんんんくくくだだださささいいい。。。

注注注 電動の 5" カッティングユニット、電動の 7" カッティ
ングユニット、油圧駆動の 7" カッティングユニットに
は、追加のウェイトが必要です 追加で必要となるパー
ツ (ページ 4)を参照してください。

ロロローーーラララブブブラララシシシののの取取取りりり付付付けけけ方方方向向向
ををを確確確認認認すすするるる
カッティングユニットはすべて左側にカウンタウェイトを
取り付けて出荷しています。図 1 を見てローラブラシと
リールモータの位置を確認してください。

g027187

図図図 1

1. 1番カッティングユニット 5. 5番カッティングユニット

2. 2番カッティングユニット 6. リールモータ

3. 3番カッティングユニット 7. 右ローラブラシ駆動アセン
ブリ

4. 4番カッティングユニット 8. 左ローラブラシ駆動アセン
ブリ

注注注 こここののの説説説明明明書書書でででははは、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの左左左側側側にににユユユニニニ
バババーーーサササルルルグググルルルーーーマママををを取取取りりり付付付けけけててていいいるるる場場場合合合ををを例例例にににしししててて、、、
キキキッッットトトののの取取取りりり付付付けけけ手手手順順順ををを解解解説説説しししままますすす。。。

ロロローーーラララブブブラララシシシアアアセセセンンンブブブリリリををを取取取りりり
付付付けけけるるる
1. カッティングユニットがトラクションユニットに取

り付けられている場合は、機体を平らな場所に
駐車し、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止
し、キーを抜き取る。

2. ローラブラシハウジングのついているカッティン
グユニットの側面からグリスフィッティングを外
す図 3。

g032170

図図図 2

1. グリスフィッティング

3. グリスフィッティング90度を後ろ向きに取り付け
る図 2。

g032171

図図図 3

1. 6mm スペーサ 3. 90度グリスフィッティング

2. サイドプレートの取り付け
フランジ

4. フランジロックナット外す

4. 各ローラブラケットをサイドプレートに固定してい
るフランジロックナット2個を取り外す。また サササイイイ
ドドドプププレレレーーートトトののの取取取りりり付付付けけけフフフララランンンジジジににに 6mm のののスススペペペーーー
サササががが取取取りりり付付付けけけてててあああるるる場場場合合合はははそそそれれれらららをををすすすべべべててて取取取りりり
除除除くくく 図 3。
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注注注 ボルトは外さないでください。フランジロック
ナットは将来再使用する場合に備えて保管して
ください。

5. 左または右ローラブラシアセンブリ取り付けブラ
ケットを、ローラブラケットボルトにセットする図 4。

g032172

図図図 4

1. 左側ローラブラシアセンブリ 2. ローラブラシ取り付けブラ
ケット

重重重要要要 ロロローーーラララブブブラララシシシアアアセセセンンンブブブリリリののの取取取りりり付付付けけけブブブラララケケケッッッ
トトトははは、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののサササイイイドドドプププレレレーーートトト取取取りりり
付付付けけけフフフララランンンジジジののの上上上面面面ににに直直直接接接固固固定定定すすするるる必必必要要要がががああありりり
ままますすす。。。ロロローーーラララブブブラララシシシ取取取りりり付付付けけけブブブラララケケケッッットトトとととサササイイイドドドプププ
レレレーーートトト取取取りりり付付付けけけフフフララランンンジジジとととののの間間間にににスススペペペーーーサササなななどどどををを挟挟挟
まままななないいいでででくくくだだださささいいい。。。 後後後ににに使使使ううう可可可能能能性性性ををを考考考えええ、、、残残残っっっ
ててていいいるるる 6mm スススペペペーーーサササははは保保保管管管しししてててくくくだだださささいいい。。。

6. ブラシアセンブリ取り付けブラケットを、カッティン
グユニットのサイドプレートに固定する先ほど取り
外したナットを使用する。

キキキッッットトト133-0153ににに入入入っっっててていいいるるる
ウウウェェェイイイトトトををを取取取りりり付付付けけけるるる5" ののの油油油
圧圧圧駆駆駆動動動カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト
図 5に示すように、カッティングユニットにウェイトを取り
付けるパーツはブラシキットモデル 133-0153 のもの

g032167

図図図 5
ブラシキット 133-0153 の付属部品

5" ののの油油油圧圧圧駆駆駆動動動

1. ウェイトプレート 3. フランジナット5/16"を20-26
N·m2.1-2.6 kg.m = 15-19
ft-lbにトルク締めする。

2. キャリッジボルト5/16 x 1" 4. ウェイト
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キキキッッットトトににに付付付属属属しししててていいいななないいい追追追加加加
ウウウェェェイイイトトトををを取取取りりり付付付けけけるるる5" 電電電動動動
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト7" 電電電動動動ままま
たたたははは油油油圧圧圧駆駆駆動動動のののカカカッッッテテティィィンンングググ
ユユユニニニッッットトト
図 6に示すように、カッティングユニットにウェイトを取り
付ける 追加で必要となるパーツ (ページ 4)を参照。

ブラシキット 133-0153 を取り付ける場合には、ブラ
シキットに入っているウェイトと固定具は廃棄する使
用しない。

g032168

図図図 6

5" 電電電動動動、、、
7" 油油油圧圧圧駆駆駆動動動まままたたたははは電電電動動動の場合に追加で必要となるパーツ

1. ウェイトプレート 4. ワッシャ5/16"P/N 3256-23
2. キャリッジボルト5/16 x

2"P/N 3230-6
5. フランジナット5/16" P/N

104-8300
3. ボルト5/16 x 1/2"P/N 322-1 6. ウェイトP/N 132-0735-03

追追追加加加ででで必必必要要要とととなななるるるパパパーーーツツツ

パパパーーーツツツ パパパーーーツツツ番番番号号号 数数数量量量

ウェイト 132-0735-03 1

キャリッジボルト 3230-6 2

ボルト 322-1 2

ワッシャ 3256-23 2

フランジナット 104-8300 2

ロロローーーラララブブブラララシシシプププレレレーーートトトををを取取取りりり付付付
けけけるるる
1. 各エクスクルーダシールを外側にずらし、シール

のリップがそれぞれのベアリングハウジングに軽く
接触するようにする図 7。

g027192

図図図 7

1. ベアリングハウジング 2. エクスクルーダシール

2. グルーマ駆動ボックスからキャップを外す。

g283858

図図図 8

1. キャップ

3. ローラブラシピボットプレートを 図 9のように下
側にアイドラプーリを取り付けられるように向き
を確認する。

ローラブラシピボットプレートを右側駆動に変更す
るには、図 10を参照。
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g035896

図図図 9

1. ローラブラシハウジング 3. ボルト

2. リテーナリング 4. ローラブラシポボットプレー
ト図は左側駆動構成

g035897

図図図 10

4. ローラブラシピボットプレートを図 9のように整
列させる。
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5. 5/16 x 1/2 in ボルト2本に 242 ロクタイト青を塗
り、これを使ってブラシプレートをローラブラシベ
アリングハウジングに取り付ける図 9。

注注注 ボルトを 20-26 N·m2.1-2.6 kg.m = 15-19
ft-lbにトルク締めする。

6. ブラシプレートをローラブラシハウジングにリテー
ナリングで取り付ける図 9。

7. ローラブラシプレートがカッティングユニットのサイ
ドプレートに対して平行であることを確認する。平
行でない場合は、以下の作業を行う

A. ローラブラシ取り付けブラケットをカッティング
ユニットのサイドプレートに固定しているフラ
ンジナット2個をゆるめる図 11。

B. ブラシプレートがカッティングユニットユニット
のサイドプレートに平行になるまでローラブラ
シベアリングハウジングを回転させる図 11。

C. ローラブラシ取り付けブラケットをカッティング
ユニットのサイドプレートに固定しているフラ
ンジナット2個を締め込む図 11。

g032002

図図図 11

1. これらのボルトをゆるめてローラブラシの位置を調整する

2. これらのナットをゆるめてローラブラシプレートを平行にする

ロロローーーラララブブブラララシシシののの位位位置置置決決決めめめをををすすするるる
1. 各ローラブラシベアリングハウジングをローラブ

ラシ取り付けブラケットに固定しているボルト2
本をゆるめる図 11。

注注注 ボルトはゆるめた状態で出荷されています。

2. ローラブラシが後ローラにわずかに触れるまたは
乗るように、ローラブラシの位置を決める図 12。

重重重要要要 ロロローーーラララブブブラララシシシのののシシシャャャフフフトトトがががカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッッ
トトトのののサササイイイドドドプププレレレーーートトトににに接接接触触触しししてててはははいいいけけけままませせせんんん。。。

重重重要要要 ロロローーーラララとととブブブラララシシシががが強強強くくく接接接触触触しししすすすぎぎぎるるるとととブブブラララシシシ
ががが早早早くくく磨磨磨耗耗耗しししてててしししまままいいいままますすす。。。

g027303

図図図 12

1. ベアリングハウジング図示
していないパーツあり

5. 軽い接触

2. サイドプレート 6. 後ローラ

3. ローラブラシ 7. グリスフィッティング

4. ここにすき間をつくること。

注注注 ローラブラシのシャフトが後ローラに対して平
行でなければいけません。

重重重要要要 両両両方方方のののロロローーーラララブブブラララシシシベベベアアアリリリンンングググハハハウウウジジジンンングググ
ががが床床床面面面ににに対対対しししててて平平平行行行ににになななるるるよよようううににに後後後ロロローーーラララ用用用グググリリリ
スススフフフィィィッッッテテティィィンンングググのののたたためめめのののクククリリリアアアララランンンスススををを確確確保保保ししし
ててて位位位置置置決決決めめめすすするるる。。。

3. 各ローラブラシベアリングハウジングをローラブ
ラシ取り付けブラケットに固定しているボルト各 2
本を締め付ける。
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駆駆駆動動動プププーーーリリリとととベベベルルルトトトををを取取取りりり付付付けけけ
るるる
1. 取り付け中にリールが回転しないように固定す

る ねじ付きインサートの着脱のためにリールを固
定するには (ページ 12)。

2. グルーマシャフトに駆動プーリを取り付ける図 13。

g192352

図図図 13

1. 駆動プーリ 2. フランジヘッドボルト20-26
N·m2.1-2.6 kg.m = 15-19
ft-lbにトルク締めする。

3. フランジヘッドボルトに 242 ロクタイト青を塗り、こ
れを使ってプーリを駆動シャフトに取り付ける図
13を参照。

注注注 ボボボルルルトトトををを 20-26 N·m2.1-2.6 kg.m = 15-19
ft-lbにににトトトルルルククク締締締めめめすすするるる。。。

重重重要要要 ボボボルルルトトトををを正正正しししくくくトトトルルルククク締締締めめめ しししななないいい ととと、、、ボボボルルル
トトトがががゆゆゆるるるんんんででできききままますすす。。。

4. 以下の手順で、プーリにベルトを取り付ける

• 駆駆駆動動動 プーリにベルトを掛け、次に、アイドラ
プーリの上部に掛ける図 14。

g192353

図図図 14

1. 駆動プーリ 3. ベルト

2. アイドラプーリアセンブリ 4. 受動プーリ

• 受受受動動動 プーリからベルトを掛け始める図 15。
• 9/16" 深穴ソケットを使ってブラシアセンブリ

を回転させながら、ベルトを受動プーリに掛
けまわす図 15。

g020390

図図図 15

1. ベルト 2. 9/16" 深穴ソケット

重重重要要要 各各各プププーーーリリリにににつつついいいててていいいるるる溝溝溝ににに、、、ベベベルルルトトトのののリリリブブブ
がががきききちちちんんんとととはははまままるるるよよようううににに、、、まままたたたベベベルルルトトトがががプププーーーリリリののの中中中
心心心線線線ををを通通通るるるよよようううににに取取取りりり付付付けけけてててくくくだだださささいいい。。。

5. アイドラプーリを手で押し下げて、アイドラプーリ
アセンブリが自由にピボット動作することを確認
する。
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組組組みみみ立立立てててををを完完完了了了すすするるる
1. ベルトとプーリの整列を以下の要領で点検す

る プーリの整列の点検 (ページ 9)を参照。

2. 取り付けボルトにベルトカバーを取り付けてフラン
ジナット2個で固定する図 16。

重重重要要要 ナナナッッットトトををを締締締めめめ付付付けけけすすすぎぎぎるるるとととカカカバババーーーががが破破破損損損すすす
るるるのののででで注注注意意意すすするるるこここととと。。。

g193167

図図図 16

1. 固定ねじを取り付ける 3. ベルトカバー

2. 固定ねじを取り外す

3. 水抜きのために、底部の固定ねじを外す。

重重重要要要 上上上部部部ののの固固固定定定ねねねじじじががが取取取りりり付付付けけけてててあああるるるここことととををを
確確確認認認すすするるる。。。

4. 左右のローラブラシベアリングハウジングのグリ
ス注入部から、No.2リチウム系汎用グリスを注入
する図 17。

注注注 はみ出したグリス、特にエクスクルーダシール
の周囲のグリスはよくふき取る。

g035892

図図図 17

高高高刈刈刈りりりブブブラララシシシオオオプププシシショョョンンンののの取取取
りりり付付付けけけ
刈高設定が 25mm またはそれ以上の場合サイドプレー
トのパッドの下のスペーサが5枚以上になる場合には、
高刈りブラシ別売を取り付けてください。

1. すでにローラブラシが取り付けられている場合
は、駆動側でない方のベアリングハウジングを
ベアリングハウジング取り付けブラケットに固定
しているボルト2本、ワッシャ、ナットを取り外す
図 18 と 図 19。

g027200

図図図 18

1. 非駆動側のベアリングハウジング

2. ブラシのシャフトから、非駆動側ベアリングハウジ
ングとエクスクルーダシールを外す図 19。

g027201

図図図 19

1. 非駆動側のベアリングハウ
ジング

3. ブラシシャフト

2. エクルクルーダシール

3. J ボルト2本とナットを外す (図 20)。
4. ブラシシャフトについている既存のブラシを抜き

取る図 20。
5. 駆動側ベアリングハウジングをベアリングハウジ

ング取り付けブラケットに固定しているボルト各 2
本とワッシャおよびナットをゆるめる図 20。

6. グルーマシャフトに高刈りブラシブラシを通す図
20。
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7. 先ほど外した J ボルトとナット各 2 を使って、ブラ
シをシャフトに固定する図 20。

重重重要要要 Jボボボルルルトトトのののねねねじじじ山山山側側側ををを、、、ブブブラララシシシのののシシシャャャフフフトトト
ののの外外外側側側ののの穴穴穴ににに通通通ししし、、、J字字字ににに曲曲曲がががっっっててていいいるるる側側側ををを内内内
側側側ののの穴穴穴ににに引引引っっっ掛掛掛けけけるるる。。。

8. J ボルトのロックナットを、 2-3 N·m 0.2-0.3 kg.m
= 20-25 in-lbにトルク締めする。

g027202

図図図 20

1. 高刈りブラシ 3. これらのボルトをゆるめ
る。

2. Jボルト

9. 非駆動側ベアリングハウジングとエクスクルーダ
シールをブラシシャフトに取り付ける図 19。

10. 先ほど外したボルト 2 本とワッシャおよびナットを
使って、非駆動側ベアリングハウジングをベアリ
ングハウジング取り付けブラケットに固定する。

注注注 シールスプリングを落とさないように注意す
ること。

11. 駆動側ベアリングハウジングをベアリングハウジ
ング取り付けブラケットに固定しているボルト各 2
本とワッシャおよびナットを締め付ける。

保保保守守守
• ブラシがローラと平行になっていること、ローラ

との間のすき間が1.5mm で軽い接触があること
を確認する。

• 50 運転時間ごと、また、機体を洗浄したときはそ
の直後にグリスアップを行なう。

• ローラブラシを交換した場合には、Jボルトを 2-3
N·m0.2-0.3 kg.m = 20-25 in-lbにトルク締めする。

• ブラシシャフトの受動プーリを交換した場合には、
ナットを 3645 N·m3.7-4.7 kg.m= 27-33 ft-lbにトル
ク締めする。

• ブラシの駆動プーリを交換した場合には、ロクタイ
ト242青を塗り、ボルトを 20-26 N·m2.1-2.6 kg.m
= 15-19 ft-lbにトルク締めする。

注注注 ローラブラシ、アイドラベアリング、ベルトは消耗
部品です。

プププーーーリリリののの整整整列列列ののの点点点検検検
重重重要要要 ベベベルルルトトトののの整整整列列列ををを確確確認認認すすするるる前前前ににに、、、ベベベルルルトトトののの張張張りりりががが適適適
正正正ででであああるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. 駆動プーリの外側面に直定規を当てる図 21。

重重重要要要 駆駆駆動動動プププーーーリリリにににのののみみみ定定定規規規ををを当当当ててててててくくくだだださささいいい。。。
受受受動動動プププーーーリリリにににははは当当当てててななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

2. 駆動プーリと受動プーリの外側面が面一であるこ
と誤差 0.76mm以内を確認する。

重重重要要要 アアアイイイドドドラララプププーーーリリリででで点点点検検検ををを行行行っっってててはははななならららななないいい。。。

3. プーリが整列していない場合には、 プーリの整
列の調整 (ページ 10)を参照。

重重重要要要 プププーーーリリリががが正正正しししくくく整整整列列列しししててていいいななないいいととと、、、ベベベルルルトトトががが
早早早期期期ににに破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

g192350

図図図 21
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プププーーーリリリののの整整整列列列ののの調調調整整整
1. 受動プーリローラブラシのシャフト位置のは内外

に動かすことができます図 22。

注注注 プーリをどちらに動かす必要があるのかまず
確認してください プーリの整列の点検 (ページ
9)を参照。

g193169

図図図 22

1. 駆動プーリ 3. 受動プーリ

2. アイドラプーリ 4. 受動プーリのナット

2. リールを回しながらつまり駆動プーリを回しなが
ら、駆動プーリからベルトをはずす図 22。

重重重要要要 リリリーーールルルををを回回回すすすととときききにににはははパパパッッッドドドのののつつついいいててていいいるるる手手手
袋袋袋ややや厚厚厚いいいウウウェェェスススなななどどどををを使使使用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

3. 受動プーリをブラシシャフトに固定しているロック
ナットを取り外す図 22または図 23。

注注注 シャフトが回転しないように、ローラブラシ
シャフトの平らな面に ½" のレンチを差し込んで
ください。

4. シャフトから受動プーリを取り外す図 23。
5. プーリを外側に出したい場合には、0.8mm 厚の

ワッシャを1枚入れる図 23。

注注注 プーリを内側に入れたい場合には、0.8mm厚
のワッシャを1枚抜き取る。

6. 図 23のようにプーリを取り付ける。

g193168

図図図 23

1. ロックナット 4. スペーサ

2. 受動プーリ 5. ブラシシャフトの平面

3. ワッシャ厚さ 0.8mm

7. ローラブラシのシャフトの平面を押さえながら、
先ほど外したフランジナット⅜–16を使って、受動
プーリをシャフトに固定する。

注注注 ロックナットをセットし、36-45 N·m2.1-2.6
kg.m = 27-33 ft-lbにトルク締めする。

8. 以下の手順で、プーリにベルトを取り付ける

A. 駆動 プーリにベルトを掛け、次に、アイドラ
プーリの上部に掛ける図 24。

g192351

図図図 24

1. 駆動プーリ 3. 受動プーリ

2. ベルト 4. アイドラプーリアセンブリ

B. 受動 プーリからベルトを掛け始める図 24。
C. 9/16" 深穴ソケットを使ってブラシアセンブリ

を回転させながら、ベルトを受動プーリに
掛けまわす図 25。
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g020390

図図図 25

1. ベルト 2. 9/16" 深穴ソケット

重重重要要要 各各各プププーーーリリリにににつつついいいててていいいるるる溝溝溝ににに、、、ベベベルルルトトトのののリリリブブブ
がががきききちちちんんんとととはははまままるるるよよようううににに、、、まままたたたベベベルルルトトトがががプププーーーリリリののの中中中
心心心線線線ををを通通通るるるよよようううににに取取取りりり付付付けけけてててくくくだだださささいいい。。。

9. プーリの整列状態を定期的に点検し、必要に応
じて調整を行う。

リリリーーールルル固固固定定定手手手順順順

警警警告告告
リリリーーールルル刃刃刃ははは非非非常常常ににに鋭鋭鋭利利利ででで、、、手手手足足足ををを切切切断断断ででできききるるるほほほ
どどどででであああるるる。。。

• リリリーーールルルののの軌軌軌道道道内内内ににに手手手足足足ををを入入入れれれななないいいこここととと。。。

• リリリーーールルルににに作作作業業業ををを行行行ううう場場場合合合にににははは、、、リリリーーールルルががが回回回転転転ししし
ななないいいよよよううう確確確実実実ににに固固固定定定すすするるるこここととと。。。

ねねねじじじ付付付きききイイインンンサササーーートトトををを外外外すすすたたためめめにににリリリーーー
ルルルををを固固固定定定すすするるるにににははは
1. カッティングユニット左側のシールドボルトをゆる

めて後シールドを上げる図 26。
2. 長い柄のバール9 mm x 30 cm 程度のドライバー

タイプのもの。握りのついているものがよいを用
意する。バールは、トルク作業を行う側に近い側
で、リールの後ろから差し込むようにする図 26。

3. リールサポートプレートの溶接されている側から
バールを入れ図 26、

注注注 リールのシャフトの上側と2枚のリール刃の背
中側にバールを差し込むと、リールが回転でき
なくなる。

重重重要要要 リリリーーールルルののの刃刃刃先先先にににバババーーールルルををを触触触れれれるるるととと刃刃刃こここぼぼぼ
れれれなななどどどををを起起起こここすすすバババーーールルルををを当当当てててななないいいよよようううににに十十十分分分注注注
意意意すすするるるこここととと。。。

重重重要要要 カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト左左左側側側のののイイインンンサササーーートトトははは左左左
ねねねじじじででですすす。。。カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト右右右側側側のののイイインンンサササーーー
トトトははは右右右ねねねじじじででですすす。。。

g280383

図図図 26

1. 取り外すべきねじ山付きイ
ンサート

4. リールシャフト

2. シールドのボルトをゆるめ
る。

5. リール支持プレート

3. 後部シールド 6. リールサポートプレートの
溶接側に沿って差し入れた
バール。

4. バールの握り部分を後ローラに載せる。

5. バールでリールが確実に止まっていることを確
認しながらインサートを外す。作業が終わった
らバールを外す。

6. 後シールドを降ろしてシールドボルトを締め付け
る。
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ねねねじじじ付付付きききイイインンンサササーーートトトののの着着着脱脱脱のののたたためめめににに
リリリーーールルルををを固固固定定定すすするるるにににははは
1. 長い柄のバール9 mm x 30 cm 程度のドライバー

タイプのもの。握りのついているものがよいを用
意する。バールは、トルク作業を行う側に近い側
で、リールの前から差し込むようにする図 27。

2. リール補強版の溶接側からバールを入れる図
27と、

注注注 カッティングユニットの前側で、バールがリー
ル刃、リールシャフト、リールの背面に当たって
リールをロックする状態になる。

重重重要要要 リリリーーールルルののの刃刃刃先先先にににバババーーールルルををを触触触れれれるるるととと刃刃刃こここぼぼぼ
れれれなななどどどををを起起起こここすすすバババーーールルルををを当当当てててななないいいよよようううににに十十十分分分注注注
意意意すすするるるこここととと。。。

重重重要要要 カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト左左左側側側のののイイインンンサササーーートトトははは左左左
ねねねじじじででですすす。。。カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト右右右側側側のののイイインンンサササーーー
トトトははは右右右ねねねじじじででですすす。。。

g280384

図図図 27

1. 取り付けるべきねじ山付き
インサート

3. サポートプレートの溶接側

2. リールシャフト 4. バール

3. バールの握り部分をローラに載せる。

4. インサートに付属している取り付け要領書に従っ
て取り付けとトルク締めを行い、リールがバール
で確実に固定されていることを確認して取り付け
を終了し、最後にバールを外す。
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組組組込込込宣宣宣言言言書書書

The Toro Company, 8111 Lyndale Ave. South, Bloomington, MN, USA は、以下に挙げるユニットが、以下に列
挙する指令に適合していることをここに宣言しますただし、各ユニットに付属する説明書にしたがって、「適合宣誓
書」に記述されている所定のトロ社製品に取り付けることを条件とします。

モモモデデデルルル番番番号号号 シシシリリリアアアルルル番番番号号号 製製製品品品ののの説説説明明明 請請請求求求書書書ののの内内内容容容 概概概要要要 指指指示示示

133-0153 —

後ローラブラシ MVP キット、
リールマスター 3555、5010、
5010-H シリーズの 22" カッ
ティングユニット5" リール、
ユニバーサルグルーマを取

り付けたものを含む

RM5010/RM3555 5" 22"
RRB(UNIVSL)MVP KIT ローラブラシキット 2006/42/EC

133-0154 —

後ローラブラシ MVP キット、
リールマスター 3575 および
5010-H シリーズの 22" カッ
ティングユニット7" リール、
ユニバーサルグルーマを取

り付けたものを含む

RM5010/RM3575 7" 22"
RRB(UNIVSL)MVP KIT ローラブラシキット 2006/42/EC

2006/42/EC別紙VIIパートBの規定に従って関連技術文書が作成されています。

本製品は、半完成品状態の製品であり、国の規制当局の要求があった場合には、弊社より関連情報を送付い
たします。ただし、送付方法は電子的通信手段によるものとします。

この製品は、製品に付随する「規格適合証明書」に記載されている承認済みのトロ社製品に取り付けることに
よって、関連する諸規制に適合するものであり、そのような状態でなければ使用することができません。

確認済み 権限を有する代表者

Marcel Dutrieux
Manager European Product Integrity
Toro Europe NV
Nijverheidsstraat 5
2260 Oevel
Belgium

John Heckel
上級エンジニアリングマネージャ
8111 Lyndale Ave. South
Bloomington, MN 55420, USA
February 14, 2019

 



 




